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１．はじめに
（研究の背景と目的）
日本の絹織物産業の発展に商人の果たした役割は大きい。2014年の夏日本の代表的な絹織
物産地である伊勢崎（群馬県）、長浜（滋賀県）、米沢（山形県）、鹿児島（鹿児島県）の織物
組合や織物業者の現場を訪問した1）。多くの関係者とのヒアリングやその根拠となる資料を入
手し、まとめたのが本論文である。研究の調査目的は、第１に、江戸時代から近代にかけての
各地域の歴史的過程、特に商人の活動や流通、現在に至る織物組合などの活動状況を紹介し絹
織物産業が日本の近代化に果たした役割を論ずる。日本の絹織物産業は平安時代末から鎌倉時
代の初期に京都の西陣で発生したといわれている。当時は農家の養蚕、製糸、製織が未分化で
あったが、次第に製織部門が独立していった。「伊勢崎市織物の歴史とあゆみ」によると1759
年には伊勢崎の絹の取引は大織で、江戸文化の最盛期は需要が増大し他の地方より原料を購入
し、紺屋に染色を依頼し適宜、縞組を指定して賃機織に出す元織屋（もとはたや）が現れた。
一方、長浜の絹織物といえば、浜縮緬が有名である。それまでは浜絹、浜羽二重が特産品であ
ったが、長浜が（１）養蚕の盛んな琵琶湖の北にあったこと、（２）京都や大阪の消費地に近い
ことであった。米沢織物は袴地で全国的に知られている。米沢の袴地といえば新田（にった）
に相当し、新田製袴と言えば米沢を想う。又、紅花は山形の県花であるが、米沢織の紅花紬の
紅花染めは（株）新田が手広く手掛けており創業者である新田留次郎が米沢出身で慶応元年に
城下で生まれている。初代の頃から絹織物に力を入れてきた。「大日本化学工業」（大正12年）
によれば新田工場の袴地生産は40年余り好調で追従する者はなかったといわれる。そのため、
織機を増設し、日夜、生産に追われた。現在でも米沢平（袴地）と紅花紬を生産している。鹿
児島では大島紬を生産し上質の絹糸を使用し泥染の独特な技巧により織られた着物は模様が鮮
やかで全国的に知られている。さらに、本論の第２の目的は、最近の絹織物の変遷にも触れ、
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日本の人口減少や若者などの着物に対する関心の低下2）による国内需要が減り、養蚕農家の
減少、生糸生産や価格の低下などから生糸や絹糸は海外からの輸入に大きく依存している現状
である3）。なお、本調査研究は目白大学第８号（平成24年２月）「日本の近代化と絹織物産業
（Ⅰ）の続編である。
２．伊勢崎の絹織物産業の発展と特徴
２‒１　江戸時代の絹織物
伊勢崎市は首都圏の北部に位置し、人口約13万人の地方都市で近年は多様な産業が存在す
る。桑園のあるところには絹織物が興り地場産業として世に出たのは15世紀に至り、市（い
ち）が立ってからである。江戸時代の八代将軍吉宗の時は太織が世間の嗜好となり、その名は
全国に広まった。その原料は、農家が農繁期を利用して手製の熨斗糸または、多摩糸、伸び糸
等を作り、これを「いざり機（いざりばた）」にかけ、一本一本手織りしたが地質が丈夫であ
り、渋みのあることから。庶民性が高かった。すべてが先染めで、「伊勢崎絣（かすり）」とし
て生産され、その後の絹を素材にした平織の「伊勢崎銘仙（めいせん）」とともに伊勢崎産地
の名声を高めている。この時に販売先として近江商人が登場しているのは興味深い。
元文3年（1738年）伊勢崎藩主に提出した茂呂村の書状：
『絹織出し六百疋程、但し近年繭にて近江商人に売渡し、または糸に仕候』
宝暦９年（1759年）には伊勢崎での絹市の取引は増加し、江戸文化の最盛期には需要が増
大したため原料を購入した。また、賃機に出す元機屋（もとはたや）が出現した。当時の太織
は縞柄に限られていたが、これが今日の伊勢崎絣の基礎となっている。太織の名称は明治20
年（1887年）頃、伊勢崎太織の販売店が日本橋伝場町に「めいせんや」の旗を立てたのがの
ちに「銘仙」の文字をあてたという説がある。
２‒２　元機屋の登場（活動と役割）
絹の需要の増大に伴い、18世紀の江戸では養蚕が盛んになり、市には絹商人が集まり、売
買を世話する絹宿や織物を製造する元機屋が登場した。自己資金で糸を買い付け、それを自ら
染色するか、紺屋に糸染めを依頼し、指定の縞柄をつけ、農家に機織りを依頼した。織りあが
った製品は、元機屋で仕上げられ、市の絹宿を経て江戸や京都の呉服問屋に送られた。また、
元機屋の登場により紬は作業工程が分業化され、大量生産が可能となった。
２‒３　明治以降の絹織物産業
２‒３‒１　伊勢崎織物組合と設立と買継商（仲買賞）の登場
絹の撚糸が経糸に取り入れられ伊勢崎紬は珍重された。また、品質向上のために明治13年
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（1880年）に伊勢崎太織会社が設立されている。その後、同社は伊勢崎織物組合に改組され、
明治31年（1898年）には伊勢崎織物共同組合となり現在に至る。この頃から織物生産者と販
売業者、大口購入者、呉服店、デパートとの間を仲介する仲介商（買継商）4）が登場した。江
戸中期、伊勢崎で仲買人的な役割を果たした絹宿が前身であり明治後期以降の伊勢崎銘仙の発
展に大きな役割を果たした。また、明治18年（1884年）にはジャガード織機5）を購入し、門
買絹を作り横浜居留の外国人と取引をした。伊勢崎の輸出織物の始まりと言える。
２‒３‒２　黄金時代
江戸時代の「いざり機」に変わり明治20年以
降には高度な「高機」（図‒１）に移行し現在も使
用されている。大正時代には紬織物は急速に拡大
していった。
明治の黄金時代１次では力織機が導入され伊勢
崎銘仙の種類も増えた。昭和初期の黄金時代の第
２次には加工法を工夫し人絹糸を使用して新しい
織物の需要に応じた。絹織物に最初に力織機を導
入したのは桐生である。
３．長浜の絹織物産業の発展と糸商人の役割
長浜の絹織物といえば、浜縮緬（ちり
めん）、浜ビロードが有名である。江戸
時代の中期は浜糸、浜絹、浜羽二重が特
産品であった。その背景には環境と立地
条件の有利さに集約される。①長浜が養
蚕の盛んな湖北に位置していた有利なこ
と、②京都や大阪の大市場が近くに存在
していたことである。長浜で生産された
生糸（浜糸）や浜絹は浜糸商人により京
都の糸問屋に売られた。（図‒２）は京都の西陣に糸を運ぶ浜糸商人の様子を示したものであ
る。浜糸商人は元禄10年に豪商の三井家と取引交渉を始めている。三井家はのちに京都に呉服
店を開き「越後屋」を開店した。さらに京都両替店も開設し多角的な経営を行い戦後の政商6）
や三井財閥の基礎を築いている。越後屋は三越の原点で（現在の伊勢丹三越）である。
（浜縮緬の由来）
江戸時代の縮緬の産地としては西陣や桐生などが知られているが、長浜の縮緬は「浜縮緬」
（図-１）高機による縮緬織り
（出所） 「糸の世紀・織りの時代─湖北・長浜をめぐる
糸の文化史─」　長浜市長浜歴史博物館
（図-２）浜糸商人が浜糸を西陣に運ぶ様子
（原典）成田思斎「養蚕絹飾」
（出所） 図-１と同一
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と呼ぶ。浜縮緬は「丹後ちりめん」などとと
もに日本を代表する絹織物であり長浜では基
幹産業となっていた。縮緬の技術は（図‒３）
のように中国から大阪の堺に伝来し、京都の
西陣さらに京都の北部から桐生や長浜に伝わ
っている。浜縮緬の機織は高機であった。江
戸時代の縮緬製機は手織りで、高機と呼ばれ
る作業位置の高い機が使用された。（伊勢崎
のいざり機とは異なるが伊勢崎でも明治以降
には高機が導入されている。）
（浜縮緬の流通経路）
（図‒４）は1760年ごろで、機屋で織られ
た浜縮緬は蔵元から彦根藩代官所、京都藩邸
に運ばれた。その改印と売り捌きの特権をも
つ近江屋喜兵衛を経て京都に売られた。（図‒
５）は55年後の1815年の流通経路である。
「機屋仲間」が入り彦根藩の統制が強化され
ていることが分かる。
（近江商人）
近江の織物は長浜の絹織物、湖東の麻織
物、高島地域の綿織物に大別される。これら
の織物は江戸時代に県外への流通が行われ
た。近江商人は織物の品質や技術面の内容か
ら販売方針まで現在のコンサルタントのよう
に生産活動の指導を行い、時代の要求に応え
た。近江のものづくりを采配し地域の織物を
全国に広めた功績は大きい。
（長浜縮緬の貿易〈輸出〉）
文献や資料は極めて少ない。三島幸雄の文
献7）によると、明治７年に設立された起立
工商会社の縮緬貿易を紹介する。同社が輸出
した損益計算書は（表‒１）の通りである。
売上高利益率は8.4％ 10）と好調であった。日本の絹織物は明治20年（1887年）頃から輸出産
業としての地位を築き、長浜縮緬は英国や米国への輸出を始めており、この輸出の事例でもこ
れらの国へ輸出したと考えられる。
（図-３）縮緬の伝播ルート
（出所） 長浜商工会議所
（図-４）花縮緬の流通ルート（Ｉ）
（出所） 図-３と同一
（図-５）専売後の花縮緬の流通ルート（Ｉ ）
（出所） 図-３と同一
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（浜縮緬の近代化）
明治維新になると幕藩体制における商業や流通の保
護や統制が排除され長浜の糸商人は浜縮緬の販路を各
地に広げていった。長浜織物の近代化の始まりであ
る。
浜縮緬は国内での統制が排除されたことから国内市
場は拡大した。しかし、新機械の導入と輸出産業への
転換の遅れから経営規模の拡大は行われなかった。一
方、明治維新後のジャガードや力織機などの洋式織機
の導入により桐生、足利、伊勢崎、八王子は絹織物の
近代化を推進させ、特に輸出用の羽二重の生産には大
規模なマニュファクチュアが桐生、足利などに導入さ
れ経営規模が拡大された8）。長浜では新技術の導入や
規模の拡大が行われなかった。その理由は①縮緬生産
者が輸出用は羽二重の生産に消極的であった。②縮緬生産以外に企業家的革新を要求しない保
守的な気質が生産者にあった。
４．米沢の絹織物産業と紅花染め
米沢は袴織りで名声をあげ昭和38年には「紅花染め」を復活させ米沢平（袴地）と紅花紬
は２つの米沢特産である。今回訪問した（株）新田はその伝統を受け継出いる。
初代留次郎は明治17年（1884年）に手織高械で袴地を織っている。米沢が織物で栄えた理
由は①織物の原料に適した土地である。②織物を奨励した藩主がいた③豪雪地帯で農民も武士
も冬季には屋内の選択をした。
・（袴地）：からむし（青そ）に絹を組み合わせた生地は男物の正装に使われる高級織物として
の評価が高い。現在でも袴は全国の９割のシェアを持つ。また、この「からむし」は奈良や
京都にも販売され米沢商人が販売していた「旅出し」と言う。
・（紅花紬）：原料となる紅花はエジプトが原産地である。シルクロードを経て中国にもたらさ
れた。その後、日本に入ってきたとされる。山形の紅花は最上紅花と称し、16世紀に栽培
された。最上紅花を語るときには最上商人の華やかな活躍の最先端には「サンベ」という人
たち（裏方）の貢献が大きいことを忘れてはならない。紅花の荷主より紅花仕入金を前借し
朝早くから各地の紅花農家をかつぎ棒で生花買い商人の手に渡したという。鈴木清風という
商人は活躍した例である。紅花と農家の様子は「四季農戒諸」（17世紀）に記載されている、
「紅花の畑のある家では花摘みに励むこと。紅花の出来が良い時は、朝早く起きて女、子供
まで総出で働くようにすること。─」なお、米沢織の紅染めの代表的な会社である（株）
（出所） 三島康夫「長浜縮緬の専売と織元」
（表-１）輸出縮緬の損益計算
（明治12年）
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新田の社長と紅花染めの苦労話についてヒアリングをしたところ、新田富子が詩集10）でそ
の様子を記述している。
米沢織物の近代化は明治政府が配給した債券を米沢藩の武士が受け取り、武士はこの資金で
機を購入した。公債機と呼ばれ、多くの機屋が存在し化学染料も輸入され織物の生産が増加し
た。しかし、昭和に入ると、繊維産業が衰退し、中国やブラジルからの輸入が増え、機屋は減
少し、織物産業は衰退していった。
５．最近の絹織物の変遷（生糸、絹糸、絹織物の生産と貿易）
１）世界主要国の家蚕生糸生産数量
世界の主要国の2005年‒2010年の
トン及び俵の生産量（暦年ベース）を
示した（表‒２）によると日本はこの
６年間で生産量は大幅に減少してい
る。（151トン→53トン）。一方、世
界最大の生産国である中国は生産を増
加させ（87千トン→95千トン）、第
２位のインドはほぼ横ばいであった、
また、ブラジルは中国やインドと比較して生産量が少なく減少傾向にある。（1.2千トン→0.7
千トン）
２）日本の生糸の需給及び絹糸・絹織物の貿易状況
（表‒３）は日本の2005年‒2011年の各製品の輸出入（暦年ベース）を示している。
（１）生糸は生産量が減少し輸入でその補てんをしている。例えば、①輸入依存度は高い水
準で推移している。（2005年の89％［22, 017/24, 525］から2011年の92％）②貿易に占
める輸入の割合は84％（2005年）と高い。③前月の在庫数量と生産と輸入の合計から輸
出と期末在庫数量の合計を差し引いた国内取引数量は過去６年間に大幅に減少している
（約60％）。その要因として川下の絹糸（同期間46.4％減）や絹織物（同期間46.6％減）が
半減し、全体として絹織物に対する需要が減少いるからと考えられる。
（２）絹糸の輸入は減少傾向にあるが輸出と比べ極めて多い。例えば、2011年の輸入/輸出
比率は111.6倍であった。
（３）絹織物の内需が低迷し人件費の高騰などにより輸出競争力が低下したことから輸入量
と輸出量は減少している。（但し、輸入は依然として高止まりの傾向にある）
日本の生糸と絹織物の輸入先（2008-2012年）を主要国からみると、生糸の輸入は中国から
が最大で大半を占め、ブラジルが続く。この２か国で輸入の大部分を占める（表‒４）。一方、
（表‒２）世界の主要国の家蚕生糸生産数量の比較
（2005-2010年）トン
（国名） 2005年 2010年 増減
日本 151 53 減少
中国 87,761 95,778 増加
インド 15,445 16,360 余り変化なし
ベトナム 2,250 2,250 変化なし
ブラジル 1,285 770 減少
「シルクロード（2013年5月号）より筆者が作成
（原典）日本：農水省、中国：シルク協会等
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（出所） 「シルクレポート」（2013年5月号）
（表-３-１）日本の製糸需給及び絹糸・絹織物の輸出入状況
（表-３‒２）日本の生糸貿易及び国内取引（国内引渡数量）の変遷
（2005-2011年）〈暦年ベース〉
（項目） 2005年 2011年 増減
①輸入依存度
（輸入/生産＋輸入）
89.8％ 92.7％ 増加
②貿易比率
（輸入/輸出＋輸入）
84.2％ ─ ─
③国内引渡数量 
（俵（60kg））
26,429 10,926
減少
（58.7％減）
（出所）表３‒１より筆者が作成
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絹糸の輸入は中国からが最大（32％のシェア）でベトナムが続く。この２か国にブラジルを
加えると輸入の大半を占める（表‒５）。一方、目を変えて、日本の主要な輸入相手先である中
国とブラジルから見た日本への輸出の順位（2012年）〈前掲のレポート〉を分析すると、中国
では生糸はインドが１位で日本は４位、絹糸は日本が１位でインドが2位、絹織物はパキスタ
ンが１位で日本は７位であった。一方、ブラジルは生糸と絹糸を合わせた輸出数量（2011年）
の最大の相手国は日本で、そのシェアは全体の約50％を占める。ベトナムが２位（25％）で、
これは日本への輸出量50%の半分程度で近年、シェアの差を広げている。なお、ブラジルの
過去５か年間の平均シェア（2007年‒2011年）は39.6％で日本がほぼTOPランナーとなって
いる。以上から、①中国はインドに、ブラジルは日本に目を向けていること、②日本の生糸の
（出所） 表-３-１と同一
（表-４）日本の生糸の原産国別輸入数量
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輸入先（2012年）は中国が最大でブラジルは13％と小さいが、ブラジルからみると生糸・絹
糸の輸出は最大となり48％を占める、ことが判明した。ブラジルにとっては日本の絹織物の
需要の低下は絹貿易に少なからず影響を与えると懸念される。
６．おわりに
今回の調査研究は伊勢崎（銘仙）と長浜（縮緬）を中心に米沢（袴地、紅花染め紬）や鹿児
島（大島紬）の絹織物研究を実施した。現地調査の結果、１）日本の人口減少や若者などの着
物に対する関心の低下による国内需要の減少11）（絹織物生産の減少）、それによる養蚕農家の
（出所） 表-３-１と同一
（表-５）日本の絹糸の原産国別輸入数量
廣田　政一102
減少や海外からの安価な生糸・絹糸の輸入による生産価格の国際競争力の低下などから生糸や
絹糸の海外からの輸入に大きく依存していることが判明した。このような変化の中で絹織物を
伝統工芸の１つと捉え後世に伝えていく持続可能な発展が問われている。２）個別の地域の絹
織物産業と歴史的な過程や特徴を詳述してきたが、各地域にはそれぞれの顔があり地場の絹織
物産業の発展に努力していることが分かった。米沢の袴地や長浜の縮緬は良い例である。３）
織物産地の生き残り作戦12）に直面した。伊勢崎では織物共同組合から、東京で開催された全
国織物展示会に招待され、地場の織物の販売キャンペーンを観察した。長浜では浜縮緬の着物
の展示を販売戦略の一つとして活用していた。米沢では機屋の現場を視察し社長の苦労話から
今後の着物の盛衰について多くの教示を受けた。鹿児島では大島紬の生産工程（テーチ木と泥
土で染める「泥染」や泥染と藍染を併用した「泥藍」という大島紬の独特な伝統技法）を見学
し、高品質の着物を観察できた。日頃から近江商人についての調査も考えていたが今回の調査
はその予備調査と位置付けた。
論文の内容は現地調査の強みと統計や文献からの図表を駆使した成果である。今後は近江商
人に関する詳細調査を予定している。
【注釈】
１）全国の産地の踏査実績
　　　　（平成22年度）東北、関東、北陸
　　　　　　　　（十日町、富岡、米沢、桐生、足利、八王子、横浜、福井、小松）
　　　　（平成23年度）近畿、九州
　　　　　　　　（京丹後、京都（西陣）、博多、小倉）
２）３か年の現地調査（ヒアリング）の結果、主な要因は①高価である、②一人で着れない、③着る
機会が少ない。対策として、①「きもの」の価格の差別化（高級から普段着までの多様化）、②レン
タルの積極的な導入、③着付け教室の普及、④卒業式や謝恩会などでの「きもの」の普及活動。小
生としては、2020年の東京オリンピック開催を控え、多くの訪日外国人に「きもの」を着て日本の
文化を知ってもらうPR活動も必要と考える。
３）国内の生糸生産が減少し中国やブラジルからの輸入に依存している。
　拙稿：参考・引用文献の11第１章「一定の消費者の需要を満たし海外に対し絹の国、日本をアピー
ルするためには情勢の変化から中国やブラジルからの輸入も必要である」
４）拙稿：第３章の２の織物買継商（買継商）の活動の中で足利と米沢の買継商の事例研究を紹介し
ている。
５）フランス人のジャガールが発明した絞織機で明治７年（1874年）に日本政府がフランスから購入
した。多くの色糸で模様を織りなすので高級品の西陣織や博多織に適している。
６）石井寛治（2006）「日本経済史」のP.136で「政商とは政府との特権的な結合を基礎に活躍する前
期的資本家（商人、高利貸）であり、地租改正と殖産興業という政策に結びついて最も巨大な利益
をあげた者である。三井、岩崎（三菱）、住友、安田が代表的であり、その後、産業的基盤を得て財
閥（三井財閥など）に転化する」
７）参考・引用文献の４を参照
８）例えば、八王子は多摩の横山、桑の都（葉は蚕の餌）と呼ばれ農家の副業として機織りが生まれ
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た。八王子の戦後の織物の最盛期には一日ガチャンと織れば万と儲かることから「ガチャ万」とい
う言葉が流行した。（筆者の亡き父・卯太郎（八王子・廣田織物買継商）からヒアリング）
９）起立工商会社（輸出商社）と縮緬商人（製造人=仲買人）との間の利益分配の取り決め（縮緬類
製造及び売捌方仮約定書）（明治12年）によると仲買人：45％，商社：55％。従って、仲買人の受
取り（売上高利益率）は254円/1,403円=0.181（18.1％）　18.1％×45％（0.45）=8.14％。
10）新田富子は新田留次郎の妻で、詩集は参考・引用文献の５．「歌集かさね集─紅花とともに」を
参照
11）確かに、最近の呉服市場は「きもの産業年鑑」によると2004年の6,000億円強から2014年の
3,000億円と10年間で半減している。2015年は若干、上向き傾向が予測される。その理由として、
若者がファッションとして、非日常感として、又、日本文化を楽しめる機会としてレンタルやリサ
イクル着物に対する需要が増加しつつあり、『着物ブーム』の復活を期待したい。
12）拙稿：参考・引用文献11を参照
　第１章－（３）「近年は「きもの」の需要が社会構造の変化や洋服志向から大幅に減少し、絹織物は
絹の小物やネクタイとして海外に輸出されている」
　又、（注３）では「八王子は今やネクタイや絹の小物に力を入れている」（八王子織物組合）
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